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１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
五
十
一
回
中
央
教
化
研
究
会
議

　
　

期　
　

日　

平
成
三
十
年
九
月
十
一
日（
火
）～
十
二
日（
水
）

　
　

会　
　

場　

日
蓮
宗
宗
務
院

　
　

参
加
人
数　

一
一
四
名

　
　

資
料
展
示　

�

教
区
教
研
や
教
化
セ
ン
タ
ー
が
作
成
発
行
し
た

教
化
資
料
・
発
行
物
の
展
示
を
、
受
付
開
始
時

刻
よ
り
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　

テ 

ー 

マ　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
何
か

　
　

開
催
趣
旨
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

　
　
　

�　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
、
日
本
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

学
会
に
よ
れ
ば
「
今
、
こ
の
瞬
間
の
体
験
に
意
図
的
に
意

識
を
向
け
、
評
価
を
せ
ず
に
、
と
ら
わ
れ
の
な
い
状
態
で
、

た
だ
観
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

�　

一
般
的
に
は
、
禅
文
化
が
受
容
さ
れ
た
欧
米
に
お
い
て

研
究
が
進
め
ら
れ
、「
宗
教
色
を
抜
い
た
手
法
」
と
し
て

精
神
療
法
の
分
野
や
大
手
企
業
の
研
修
に
利
用
さ
れ
始
め
、

国
内
で
も
数
年
前
か
ら
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
と
、
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

�　

し
か
し
、「
宗
教
色
を
抜
い
た
手
法
」
と
呼
称
さ
れ
る

事
と
裏
腹
に
、
多
く
の
専
門
家
に
よ
り
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
は
仏
教
に
起
源
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

�　

本
年
の
中
央
教
研
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ
い
て
、

正
し
い
理
解
を
し
、
こ
れ
が
注
目
さ
れ
る
要
因
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
る
現
代
人
の
心
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

さ
ら
に
企
業
に
お
い
て
実
際
行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
体
験
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

�　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
一
般
社
会
で
受
容
さ
れ
て
い
る

事
実
は
、
釈
尊
の
教
え
が
現
在
で
も
全
く
色
あ
せ
て
い
な

い
こ
と
、
そ
の
教
え
が
現
代
人
の
要
請
に
応
え
て
い
る
こ

と
の
証
左
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
我
々
は
こ
の
問
題
に
対

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
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し
て
何
ら
か
の
応
答
を
行
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　

�　

本
会
議
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
内
容
や
一
般
社

会
で
の
受
容
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
我
々
僧
侶
が
ど
の
よ
う

に
教
化
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
機
会
と
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
　

開
催
方
式

　
　
　

①
基
調
報
告
「�

自
己
を
問
う
─
近
世
仏
教
者
の
生
き
方
に

学
ぶ
─
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

三
原
正
資
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

長
）

　
　
　

②
基
調
講
演

　
　
　
　

一
日
目
「�

現
代
を
生
き
る
術
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
─
臨
床
心
理
学
の
視
点
か
ら
─
」

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
輝
美
（
立
正
大
学
心
理
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

「
仏
教
の
止
観
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

蓑
輪
顕
量
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問
、

東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

　
　
　
　

二
日
目
「�

企
業
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

中
村　

悟
（
一
般
社
団
法
人M

iLI

企
業
導

入
支
援
担
当
）

　
　
　

③
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
四
分
科
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　

分
科
会
テ
ー
マ

　
　
　
　

Ⅰ　

現
代
教
化
学
部
門
［
１
］

　
　
　
　

「�

大
乗
仏
教
の
視
点
か
ら
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
考
え

る
」

　
　
　
　

Ⅱ　

現
代
教
化
学
部
門
［
２
］

　
　
　
　

「�

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
活
用
し
た
未
信
徒
教
化
を
探

る
」

　
　
　
　

Ⅲ　

現
代
教
団
部
門
［
１
］

　
　
　
　

「�

所
化
に
求
め
ら
れ
る
能
化
！
！
─
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
ブ
ー
ム
一
考
─
」

　
　
　
　

Ⅳ　

現
代
教
団
部
門
［
２
］

　
　
　
　

「�

寺
院
活
性
化
の
可
能
性
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
─
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
─
」

④�
全
体
会
議
で
四
分
科
会
の
報
告
を
聞
き
、
テ
ー
マ
「
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
何
か
」
に
ま
と
め
ま
す
。
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⑤�

各
教
区
教
研
会
議
報
告
書
や
討
議
資
料
、
管
区
並
び
に

教
化
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
教
箋
等
の
教
化
資
料
を

展
示
し
、
教
化
情
報
の
コ
ー
ナ
ー
で
宣
伝
し
ま
す
。
各

寺
院
教
会
結
社
や
個
人
有
志
で
発
行
の
も
の
は
、
各
管

区
（
教
化
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

参
加
者

　
　
　

教
区
教
研
運
営
委
員
（
管
区
一
名
）。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

　

十
一
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

　
　

●
第
三
十
八
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�

平
成
三
十
年
六
月
十
八
日
～
十
九
日　

大
分
県　

レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
に
て
開
催

　
　
　

テ 

ー 

マ
「
老
・
病
・
死
を
考
え
る
」

　
　
　

基
調
講
演
「
老
・
病
・
死
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

柴
田
寛
彦
（
秋
田
県
本
澄
寺
住
職
・
秋
田
県

宗
務
所
長
）

　
　
　

第
１
分
科
会
「�

僧
侶
は
ど
の
よ
う
に
看
取
り
に
関
わ
れ
る

か
」�

提
言
者　

柴
田
寛
彦

　
　
　

第
２
分
科
会
「
臨
床
宗
教
師
の
資
格
と
活
動
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

提
言
者　

鴛
海
奉
守
（
東
北
大
学
臨
床
宗

教
師
研
修
修
了
者
・
真
宗
大
谷
派
僧
侶
）

　
　
　

第
３
分
科
会
「
命
を
つ
な
ぎ
止
め
る
た
め
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

提
言
者�

勝
谷
齊
（
大
分
い
の
ち
の
電
話

業
務
執
行
理
事
）

　
　
　

第
４
分
科
会
「
心
に
寄
り
添
う
と
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

提
言
者�

佐
々
木
淳
二
（
大
分
メ
ノ
ナ
イ

ト
・
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
）

　
　
　

第
５
分
科
会
「
遺
族
の
思
い
は
」

���　
　
　
　
　
　
　
　

�

提
言
者�

淡
野
欽
也
（
株
式
会
社
風
之
荘

葬
祭
部
部
長
）

　
　
　

全
体
会
議

　
　

●
第
四
十
二
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�

平
成
三
十
年
六
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日　

広
島
県　

福

山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催

　
　
　

テ 

ー 

マ
「
法
事
は
世
界
を
救
え
る
の
か
！
？
」

　
　
　

法
話
実
践
「
通
夜
法
話
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

吉
本
光
良
（
日
蓮
宗
常
任
布
教
師
・
山
口
県

妙
蓮
寺
住
職
）
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「
三
回
忌
法
話
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

蔵
本
知
宏
（
日
蓮
宗
常
任
布
教
師
・
島
根
県

妙
法
寺
住
職
）

　
　
　
　
　
　
　

「
三
十
三
回
忌
法
話
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�
讃
岐
大
玄
（
前
日
蓮
宗
常
任
布
教
師
・
愛
媛

県
法
華
寺
前
住
職
）

　
　
　

４
分
散
会

　
　
　

全
体
会
議

　
　

●
第
四
十
八
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�

平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日　

大
阪
府
豊
能　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
日

本
研
修
セ
ン
タ
ー
伊
丹
に
て
開
催

　
　
　

テ 

ー 

マ
「�

災
害
と
国
土
成
仏
─
日
蓮
宗
僧
侶
だ
か
ら
出

来
る
こ
と
─
」

　
　
　

基
調
講
演
「
末
法
の
世
を
生
き
る
─
地
域
に
根
差
し
て
─
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

岡
田
真
水
（
兵
庫
県
立
大
学
名
誉
教
授
・
岡

山
県
妙
興
寺
修
徒
）

　
　
　

４
分
散
会

　
　
　

全
体
会
議

　
　

●
第
四
十
二
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�

平
成
三
十
年
八
月
二
十
三
日　

北
海
道
東
部　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
開
催

　
　
　

テ 

ー 

マ
「
信
仰
の
継
承
─
個
と
組
織
の
取
り
組
み
─
」

　
　
　

基
調
講
演
「
信
仰
継
承
か
ら
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
お
寺
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

猪
瀬
優
里
（
龍
谷
大
学
社
会
学
部
社
会
学
科

准
教
授
）

　
　
　

第
１
分
科
会
「
組
織
的
取
り
組
み
」

　
　
　

第
２
分
科
会
「
布
教
現
場
で
の
取
り
組
み
」

　
　
　

第
３
分
科
会
「
家
庭
内
で
の
取
り
組
み
」

　
　
　

全
体
会
議

　
　

●
第
四
十
二
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�

平
成
三
十
年
十
月
四
日　

長
野
県　

シ
ル
ク
ホ
テ
ル
に
て

開
催

　
　
　

テ 

ー 

マ
「�

心
に
よ
り
そ
う
僧
侶
の
あ
り
方　

～
テ
ー
マ

パ
ー
ク
の
お
も
て
な
し
に
学
ぶ
～
」

　
　
　

基
調
講
演
「�

リ
ピ
ー
タ
ー
を
呼
ぶ
た
め
に
今
す
ぐ
出
来
る

事
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

鈴
木
伸
英
（
一
般
社
団
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
開
発
協
会
代
表
理
事
）
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３
分
散
会

　
　
　

全
体
会
議

　
　

●
第
三
十
六
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�
平
成
三
十
年
十
月
四
日
～
五
日　

山
形
県　

ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
に
て
開
催

　
　
　

テ 

ー 

マ
「�
次
世
代
の
布
教
を
考
え
る
～
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
を
体
験
し
て
～
」

　
　
　

基
調
講
演
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
唱
題
行
」

　
　
　
　
　
　
　
　

早
島
英
観
（
千
葉
県
妙
福
寺
修
徒
）

　
　
　

第
１
分
科
会
「
未
信
徒
へ
の
教
化
を
考
え
る
」

　
　
　

第
２
分
科
会
「
檀
信
徒
へ
の
教
化
を
考
え
る
」

　
　
　

第
３
分
科
会
「�

自
坊
で
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
の

可
能
性
を
考
え
る
」

　
　
　

全
体
会
議

　
　

●
第
三
十
五
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日　

新
潟
県
東
部　

ホ
テ
ル

イ
タ
リ
ア
軒
に
て
開
催

　
　
　

テ 

ー 

マ
「�

現
代
社
会
の
諸
問
題
の
中
か
ら
「
無
縁
・
孤

立
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「LGBT

」
と
「
送

骨
」
を
考
え
る
（
地
域
社
会
に
お
け
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
に
向
け
て
寺
院

の
可
能
性
を
探
る
）」

　
　
　

基
調
講
演
「『LGBT

』
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

鶏
内
泰
寛
（
京
都
市
常
徳
寺
住
職
・
日
蓮
宗

宗
会
議
員
・
日
蓮
宗
宗
学
林
教
授
・
保
護

司
）

　
　
　
　
　
　
　

「『
送
骨
』
か
ら
有
縁
社
会
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

栗
原
啓
允
（
高
岡
市
大
法
寺
住
職
・
日
蓮
宗

宗
会
議
員
・N

PO

法
人
「
道
し
る
べ
の
会
」

理
事
長
）

　
　
　

第
１
分
科
会
「『LGBT

』
を
考
え
る
」

　
　
　

第
２
分
科
会
「『
送
骨
』
か
ら
有
縁
社
会
を
考
え
る
」

　
　
　

全
体
会
議

　
　

●
第
二
十
五
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�

平
成
三
十
一
年
二
月
十
八
日　

栃
木
県　

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
那
須
に
て
開
催

　
　
　

テ
ー
マ
「�

戦
争
と
平
和　

～
宗
教
者
の
立
場
か
ら
考
え

る
～
」
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基
調
講
演
「
立
正
平
和
の
歴
史
と
今
日
の
課
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

河
﨑
俊
宏
（
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
・
石
川

県
妙
相
寺
住
職
）

　
　
　
　
　
　
　

「�

日
本
の
安
全
保
障
、
過
去
と
未
来
へ
～
法
華

経
信
者
の
視
点
か
ら
～
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�
野
村
佳
正
（
前
陸
上
自
衛
隊
教
育
訓
練
研
究

本
部
主
任
研
究
開
発
官
（
一
等
陸
佐
）・
福

井
県
蓮
尚
寺
修
徒
）

　
　
　

３
分
散
会

　
　
　

全
体
会
議

　
　

●
第
四
十
三
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�

平
成
三
十
一
年
二
月
十
八
日　

山
梨
県
第
三
部　

桃
源
文

化
会
館
に
て
開
催

　
　
　

テ 

ー 

マ
「�

日
蓮
宗
を
伝
え
る　

～
本
尊
観
を
も
っ
て

～
」

　
　
　

基
調
講
演
「
日
蓮
宗
の
本
尊
観
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

鈴
木
隆
泰
（
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部

国
際
文
化
学
科
教
授
・
東
京
都
善
應
院
住

職
）

　
　
　

３
分
散
会

　
　
　

全
体
会
議

　
　

●
第
三
十
六
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
六
日　

千
葉
県
西
部　

ロ
イ
ヤ

ル
ヒ
ル
ズ
木
更
津
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
開
催

　
　
　

テ 

ー 

マ
「�

は
じ
め
て
迎
え
る
少
子
高
齢
化
社
会　

～
信

仰
の
継
承
に
つ
い
て
～
」

　
　
　

基
調
講
演
「
昨
今
の
仏
教
界
の
動
向
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

奈
良
慈
徹
（
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

社
会
人
権
部
長
・
東
京
都
妙
義
教
会
担
任
）

　
　
　

事
例
報
告　

�

佐
々
木
教
道
（
千
葉
県
妙
海
寺
住
職
・
千
葉

県
南
部
教
化
セ
ン
タ
ー
長
）

　
　
　

６
分
散
会

　
　
　

全
体
会
議

　
　

●
第
四
十
三
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　

�

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日　

東
京
都
南
部　

池
上
本

門
寺
朗
峰
会
館
に
て
開
催

　
　
　

テ
ー
マ
「�

日
本
人
の
死
生
観
─
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
は

生
老
病
死
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
─
」
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基
調
講
演
「�

日
本
人
の
死
生
観
と
佛
教
的
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　

�

カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
（
京
都
大
学
大
学
院
・

政
策
の
た
め
の
科
学
ユ
ニ
ッ
ト
特
任
教
授
）

　
　
　

５
分
散
会

　
　
　

全
体
会
議

２
、
研
究
・
調
査
活
動

【
１
】�

下
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
・
調
査
を
進
め
た
。

●
現
代
教
化
学
部
門

〈�

古
河
良
啓
・
蓮
見
高
円
・
小
林
康
洋
・
池
浦
英
晃
・
小
瀬

修
達
・
松
森
孝
雄
・
吉
木
祥
介
・
本
間
文
裕
各
研
究
員
、

鈴
木
隆
泰
・
坂
輪
宣
政
・
灘
上
智
生
・
岩
田
親
靜
・
石
原

顕
正
・
柴
田
章
延
・
成
田
東
吾
・
伊
藤
瑞
康
・
原
一
彰
各

嘱
託
〉

①�

諸
宗
教
と
海
外
宗
教
研
究
（
大
石
寺
系
教
団
・
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
等
）

②
現
代
教
化
学
研
究
（
生
死
観
・
葬
儀
観
等
）

●
現
代
教
団
部
門

〈�

鈴
木
宏
彰
・
中
井
本
蓉
・
藤
﨑
善
隆
・
松
井
大
宗
・
鈴
木

是
妙
・
岡
田
文
弘
・
延
本
妙
泉
・
山
口
功
倫
・
齋
藤
宣
裕

各
研
究
員
、
及
川
一
晋
・
中
條
曉
仁
・
渡
邉
英
晃
・
河
﨑

俊
宏
・
中
村
龍
央
・
福
島
正
堯
・
都
泰
雄
各
嘱
託
〉

①
社
会
と
宗
教
（
社
会
的
・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
等
）

②
社
会
と
寺
院
（
会
員
制
度
・
寺
院
運
営
等
）

●
教
研
会
議
と
教
化
セ
ン
タ
ー

（�

蓮
見
高
円
・
中
井
本
蓉
・
藤
﨑
善
隆
・
小
林
康
洋
・
吉
木

祥
介
各
研
究
員
、
灘
上
智
生
・
渡
邉
英
晃
・
河
﨑
俊
宏
・

伊
藤
瑞
康
各
嘱
託
）

●
寺
院
と
備
災
Ｐ
Ｔ

（�

小
林
康
洋
・
山
口
功
倫
各
研
究
員
、
石
原
顕
正
・
河
﨑
俊

宏
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
）

●�

Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〔
中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
機
能
・
相
互

ウ
ェ
ブ
会
議
・
現
宗
研
Ｈ
Ｐ
〕

（
山
口
功
倫
研
究
員
、
中
村
龍
央
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
）

●
年
次
年
表
作
成
会
議

（�

山
口
功
倫
・
齋
藤
宣
裕
各
研
究
員
、
坂
輪
宣
政
嘱
託
、
望
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月
康
寿
）

●
中
濃
教
篤
資
料
調
査
Ｐ
Ｔ

（
池
浦
英
晃
・
齋
藤
宣
裕
各
研
究
員
、
坂
輪
宣
政
嘱
託
）

●
研
究
例
会

（�

鈴
木
宏
彰
・
古
河
良
啓
・
蓮
見
高
円
・
中
井
本
蓉
・
藤
﨑

善
隆
・
小
林
康
洋
・
松
井
大
宗
・
鈴
木
是
妙
・
池
浦
英

晃
・
小
瀬
修
達
・
松
森
孝
雄
・
岡
田
文
弘
・
吉
木
祥
介
・

延
本
妙
泉
・
山
口
功
倫
・
齋
藤
宣
裕
・
本
間
文
裕
各
研
究

員
）

●
顧
問
会

（�

田
澤
元
泰
・
蓑
輪
顕
量
・
星
光
喩
・
石
川
浩
徳
・
中
村
潤

一
各
顧
問
）

【
２
】
公
開
研
究
会
を
開
催
し
た
。

●�

平
成
三
十
年
十
月
十
九
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
第
十
九
回

日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会
を
開
催
し
た
。

「
僧
侶
に
よ
る
自
死
遺
族
支
援
」

�

吉
田
尚
英
（
東
京
都
永
壽
院
住
職
・「
自
死
・
自
殺
に

向
き
合
う
僧
侶
の
会
」
共
同
代
表
）

「�

地
域
に
根
差
し
た
お
寺
を
目
指
し
て
」

�

髙
橋
法
靖
（
栃
木
県
妙
光
寺
修
徒
）

「
多
死
社
会
の
葬
儀
事
情
」

�

加
藤
彰
晃
（
千
葉
県
徳
蔵
寺
修
徒
）

「
科
学
と
仏
教
そ
し
て
教
化
」

石
伏
叡
齋
（
兵
庫
県
廣
済
寺
住
職
・
現
宗
研
元
研
究

員
）

「�『
私
た
ち
は
何
処
か
ら
何
処
へ
』
─
起
顕
竟
の
法
門
の

教
化
実
践
報
告
─
」

�

吉
本
光
良
（
山
口
県
妙
蓮
寺
住
職
）

「�

不
登
校
ひ
き
こ
も
り
対
応
に
つ
い
て
、
僧
侶
に
で
き
る

こ
と
」

�

髙
野
光
拡
（
長
崎
県
本
立
寺
住
職
・
臨
床
心
理
士
）

「�

超
宗
派
僧
侶
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
お
寺
版
子
ど
も
食
堂
開

催
と
そ
の
意
義
」

�

近
藤
玄
純
（
山
梨
県
妙
性
寺
住
職
・
坊
主
道
代
表
）

「�

社
会
福
祉
の
現
場
か
ら
─
現
代
社
会
に
お
け
る
高
齢
者

と
子
ど
も
の
諸
問
題
─
」

�

古
屋
野
順
友
（
長
野
県
妙
順
寺
住
職
）

「�

広
域
災
害
で
生
じ
る
支
援
の
格
差
─
私
た
ち
に
求
め
ら
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れ
る
支
援
と
は
─
」　　

�

�

石
原
顕
正
（
山
梨
県
立
本
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

特
別
報
告
「�

中
山
間
地
域
に
お
け
る
無
住
寺
院
の
実
態
と

檀
信
徒
の
対
応
─
広
島
県
北
部
寺
院
調
査
の

中
間
報
告
─
」

�　
　
　
　
　

�
中
條
曉
仁
（
静
岡
県
本
能
寺
修
徒
・
静
岡
大

学
教
育
学
部
准
教
授
・
現
宗
研
嘱
託
）

特
別
発
表
「
自
由
に
生
き
る
─
タ
イ
仏
教
僧
と
し
て
─
」

�　
　
　
　
　

�

プ
ラ
ユ
キ
・
ナ
ラ
テ
ボ
ー
（
タ
イ
国
ス
カ
ト

ー
寺
副
住
職
）

●�

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
一
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
第
二

十
八
回
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
日
蓮
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
「�

戦
後
日
本
に
お
け
る
宗
教
者
の
平
和
運
動
─
中

濃
教
篤
師
の
業
績
を
中
心
と
し
て
─
」

発　

表
「
中
濃
教
篤
師
の
業
績
と
資
料
概
要
」

　
　
　
　

�

戸
田
教
敞
（
立
正
大
学
大
学
院
・
神
奈
川
県
本

典
寺
修
徒
）　

講
演
①
「�

起
動
す
る
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
─
中

濃
教
篤
資
料
と
細
井
友
晋
資
料
の
分
析
か
ら
」

　
　
　
　

大
谷
栄
一
（
佛
教
大
学
社
会
学
部
教
授
）

講
演
②
「�

中
濃
教
篤
と
戦
後
の
日
中
友
好
運
動
─
日
中
仏

教
交
流
懇
談
会
を
中
心
に
」

　
　
　
　
　
　
　

�

坂
井
田
夕
起
子
（
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所

客
員
研
究
員
）

講
演
③
「�

新
宗
教
と
平
和
運
動
─
大
本
・
人
類
愛
善
会
の

活
動
を
事
例
に
」

　
　
　
　
　
　
　

永
岡
崇
（
大
阪
大
学
招
聘
研
究
員
）

　
　
　

質
疑
応
答
及
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
３
】
研
究
例
会

●�

研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
・
調
査
を
行
い
、

研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通

り
。

○
「
葬
儀
Ｐ
Ｔ
中
間
報
告
」�

古
河
良
啓

○
「
葬
儀
Ｐ
Ｔ
理
論
部
門　

中
間
報
告
」�

吉
木
祥
介

○
「�
栃
木
県
那
須
地
域
の
新
興
宗
教
の
現
状
に
つ
い
て
」

�

藤
﨑
善
隆

○
「�

ア
ラ
イ
（
支
援
者
）
と
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
暴
露
）
に
つ
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い
て
」�

中
井
本
蓉

○
「�LGBT

とA
LLY

の
た
め
のH

appy�Ending�Cafe

セ

ミ
ナ
ー
受
講
報
告
」�

鈴
木
是
妙

○
「�
法
華
系
教
団
研
究
の
展
開
に
関
す
る
覚
え
書
き
─
と
く

に
新
宗
教
研
究
と
の
関
連
に
お
い
て
─
」�

池
浦
英
晃

○
「�『
宗
定
法
要
式
』
生
類
済
度
の
塔
婆
書
式
例
に
つ
い
て
」

�

松
森
孝
雄

○
「�

人
口
減
少
時
代
の
日
蓮
宗
財
務
に
つ
い
て
」�

山
口
功
倫

○
「
地
域
を
創
生
す
る
寺
院
作
り
」�

松
井
大
宗

○
「�

世
界
価
値
観
調
査
か
ら
見
る
日
本
人
の
宗
教
観
に
つ
い

て
」�

小
林
康
洋

○
「�『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る
唱
題
成
仏
・
本
尊
の
論
拠

に
つ
い
て
」�
小
瀬
修
達

○
「�

日
蓮
聖
人
の
即
身
成
仏
義
：
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』

を
中
心
に
」�

岡
田
文
弘

○
「
地
方
寺
院
の
可
能
性
」�

齋
藤
宣
裕

○
「�

価
値
観
の
多
様
化
す
る
現
代
に
お
け
る
教
化
の
一
考
察

─
世
代
間
の
ズ
レ
を
手
が
か
り
と
し
て
─
」�

延
本
妙
泉

○
「�

浄
土
宗
僧
侶
に
よ
る
社
会
慈
業
委
員
会
（
ひ
と
さ
じ
の

会
）
の
活
動　

貧
困
問
題
一
考
」�

鈴
木
宏
彰

○
「
ア
イ
ヌ
の
儀
礼
と
法
華
信
仰
」�

本
間
文
裕

【
４
】
現
地
調
査

●
五
月
八
日
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
於
い
て
、
教
科
書
問

題
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

●
六
月
七
日
～
八
日
、
新
潟
県
真
浄
寺
に
於
い
て
、
武
見
日

恕
史
料
調
査
を
行
っ
た
。

●
六
月
二
十
日
～
二
十
一
日
、
広
島
県
三
次
市
光
善
寺
に
於

い
て
、
広
島
県
北
部
寺
院
調
査
（
趣
旨
説
明
・
意
見
交

換
）
を
行
っ
た
。

●
七
月
四
日
～
五
日
、
石
川
県
金
沢
市
内
に
於
い
て
、
優
陀

那
院
日
輝
関
連
史
跡
調
査
を
行
っ
た
。

●
七
月
二
十
四
日
、
静
岡
大
学
に
於
い
て
、
広
島
県
北
部
寺

院
調
査
説
明
会
を
行
っ
た
。

●
八
月
二
十
五
日
、
埼
玉
県
高
應
寺
に
於
い
て
、
が
ん
カ
フ

ェ
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

●
八
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日
、
広
島
県
三
次
市
内
・
庄
原

市
内
に
於
い
て
、
広
島
県
北
部
寺
院
調
査
（
寺
院
）
を
行

っ
た
。
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●
九
月
二
十
二
日
、
広
島
県
三
次
市
・
庄
原
市
内
に
於
い
て
、

広
島
県
北
部
寺
院
調
査
（
檀
家
世
帯
）
を
行
っ
た
。

●
九
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日
、
広
島
県
三
次
市
・
庄
原
市

内
に
於
い
て
、
広
島
県
北
部
寺
院
調
査
（
檀
家
世
帯
）
を

行
っ
た
。

●
十
月
二
十
四
日
～
二
十
六
日
、
平
成
三
十
年
度
研
究
員
現

地
調
査
を
行
っ
た
。

●
十
一
月
七
日
、
り
す
シ
ス
テ
ム
に
於
い
て
、
生
前
契
約
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

３
、
出
版
・
資
料
収
集

【
１
】「
現
代
宗
教
研
究
」
第
五
十
三
号
を
編
集
し
、
配
布
予
定
。

【
２
】�

教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
「
平

成
二
十
九
年
日
蓮
宗
年
表
」
を
作
成
し
、
配
布
予
定
。

【
３
】�「
現
代
宗
教
研
究
」
別
冊
と
し
て
、「
教
化
学
研
究
十
」
を

作
成
し
、
配
布
予
定
。

【
４
】
新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
５
】
各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
６
】
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

【
７
】
今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め

の
蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

●
四
月
二
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
於
い
て
、「
葬
式

仏
教
価
値
向
上
委
員
会　

第
十
八
回
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

●
四
月
二
十
六
日
、
築
地
本
願
寺
聞
法
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

「
自
死
・
自
殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

●
五
月
二
日
、
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
於
い
て
、「
宗

教
者
災
害
支
援
連
絡
会　

七
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
熊
本
地

震
と
宗
教
者
─
そ
れ
ぞ
れ
の
む
き
合
い
方
」」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

●
五
月
五
日
、
正
覚
寺
に
於
い
て
、「
向
源
二
〇
一
八
」
が
開

催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
五
月
十
四
日
～
十
五
日
、
東
北
大
学
に
於
い
て
、「
臨
床
宗

教
実
践
講
座
ス
ク
ー
リ
ン
グ
Ⅲ
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
五
月
十
五
日
、
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、「
第
十
八
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回
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー　

研
究
交
流
サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

●
五
月
十
七
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
於
い
て
、「
平

成
三
十
年
度　

臨
床
仏
教
研
究
所
公
開
研
究
会
」
が
開
催
さ

れ
、
出
席
し
た
。

●
五
月
二
十
一
日
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

「
臨
床
宗
教
実
習
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
五
月
二
十
四
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「
教
区
教
研
連
絡
会

議
」
を
開
催
し
た
。
各
教
区
教
研
の
前
年
度
運
営
委
員
代
表

と
本
年
度
運
営
委
員
代
表
、
及
び
次
年
度
運
営
委
員
代
表
が

出
席
し
て
、
前
年
度
の
報
告
と
本
年
度
の
計
画
を
聞
き
、
教

研
会
議
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

●
五
月
二
十
五
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「
教
化
セ
ン
タ
ー
連

絡
会
議
」
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
各
セ
ン
タ
ー
発
行
の

布
教
・
教
化
・
伝
道
資
料
の
交
換
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
問
題
点
と
各
セ
ン
タ
ー
間
の
交
流

推
進
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

●
五
月
二
十
六
日
、
佛
教
大
学
紫
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
於
い
て
、

「
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
六
月
四
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、「
次
世
代

の
た
め
の
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

仏
教
は
世
界
を
救
え
る

か
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
六
月
八
日
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、「
臨

床
宗
教
実
習
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
六
月
九
日
、
鶴
見
大
学
会
館
に
於
い
て
、「
平
成
三
十
年
度

　

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
六
月
十
一
日
～
十
二
日
、
東
北
大
学
に
於
い
て
、「
臨
床
宗

教
実
践
講
座
ス
ク
ー
リ
ン
グ
Ⅳ
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
六
月
二
十
一
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
於
い
て
、

「
葬
式
仏
教
価
値
向
上
委
員
会　

第
十
九
回
研
究
会
」
が
開

催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
六
月
二
十
六
日
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

「
臨
床
宗
教
実
習
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
六
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
於
い
て
、

「
フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
二
〇
一
八
」
が
開
催
さ

れ
、
出
席
し
た
。

●
七
月
四
日
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、「
臨
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床
宗
教
実
習
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
七
月
九
日
～
十
日
、
東
北
大
学
に
於
い
て
、「
臨
床
宗
教
実

践
講
座
ス
ク
ー
リ
ン
グ
Ⅴ
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
七
月
二
十
日
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

「
臨
床
宗
教
実
習
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
七
月
二
十
六
日
、
築
地
本
願
寺
聞
法
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

「
自
死
・
自
殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

●
八
月
九
日
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、「
臨

床
宗
教
実
習
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
八
月
二
十
二
日
～
二
十
四
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
於
い

て
、「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
産
業
展
二
〇
一
八
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

●
八
月
二
十
四
日
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

「
臨
床
宗
教
実
習
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
九
月
一
日
～
二
日
、
東
洋
大
学
に
於
い
て
、「
日
本
印
度
学

仏
教
学
会　

第
六
十
九
回
学
術
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席

し
た
。

●
九
月
七
日
～
九
日
、
大
谷
大
学
に
於
い
て
、「
日
本
宗
教
学

会　

第
七
十
七
回
学
術
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
九
月
十
三
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
於
い
て
、「
葬

式
仏
教
価
値
向
上
委
員
会　

第
二
十
回
研
究
会
」
が
開
催
さ

れ
、
出
席
し
た
。

●
九
月
十
八
日
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

「
臨
床
宗
教
実
習
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
九
月
二
十
二
日
、
岩
手
県
花
巻
市
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー
な
は

ん
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、「
宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ

ン
タ
ー　

第
二
十
九
回
定
期
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し

た
。

●
九
月
二
十
九
日
、
身
延
山
大
学
に
於
い
て
、「
日
本
仏
教
社

会
福
祉
学
会　

第
五
十
三
回
学
術
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

●
十
月
一
日
～
二
日
、
東
北
大
学
に
於
い
て
、「
臨
床
宗
教
実

践
講
座
ス
ク
ー
リ
ン
グ
Ⅵ
」
が
開　

催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
月
二
十
二
日
、
西
法
寺
に
於
い
て
、「
寺
院
活
性
化
セ
ミ

ナ
ー
「
教
え
を
広
め
信
頼
関
係
を
つ
な
ぐ
こ
れ
か
ら
の
寄
進

の
か
た
ち
」」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
月
二
十
五
日
、
築
地
本
願
寺
聞
法
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
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「
自
死
・
自
殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

●
十
月
三
十
日
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

「
臨
床
宗
教
実
習
」
が
開
催
さ
れ
、　

出
席
し
た
。

●
十
月
三
十
一
日
、
築
地
本
願
寺
講
堂
に
於
い
て
、「
全
日
本

仏
教
会
青
年
会
研
修
会
「
現
代
の
僧
侶
を
考
え
る
Ｗ
Ｓ
」」

が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
一
月
一
日
、
築
地
本
願
寺
第
二
伝
道
会
館
蓮
華
殿
に
於
い

て
、「
自
死
者
追
悼
法
要
事
前
研
修
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席

し
た
。

●
十
一
月
十
九
日
～
二
十
日
、
池
上
本
門
寺
朗
峰
会
館
に
於
い

て
、「
法
華
塾
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
一
月
二
十
日
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

「
臨
床
宗
教
実
習
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
一
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日
、
東
北
大
学
に
於
い
て
、

「
臨
床
宗
教
実
践
講
座
ス
ク
ー
リ
ン
グ
Ⅶ
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

●
十
一
月
二
十
九
日
、
み
ろ
く
会
館
に
於
い
て
、「
教
団
付
置

研
究
所
懇
話
会　

第
十
七
回
年
次
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

●
十
二
月
一
日
、
築
地
本
願
寺
第
二
伝
道
会
館
蓮
華
殿
に
於
い

て
、「
自
死
者
追
悼
法
要
「
い
の
ち
の
日
い
の
ち
の
時
間　

東
京
二
〇
一
八
」」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
二
月
六
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
於
い
て
、「
葬

式
仏
教
価
値
向
上
委
員
会　

第
二
十
一
回
研
究
会
」
が
開
催

さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
二
月
七
日
、
東
京
都
神
社
庁
に
於
い
て
、「
首
都
防
災
と

宗
教
施
設
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
二
日
十
三
日
、
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
に
於
い
て
、「
龍
谷

大
学
実
践
真
宗
学
研
究
科　

十
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
二
月
十
五
日
、
立
正
大
学
大
崎
校
舎
に
於
い
て
、「
第
六

回
石
橋
湛
山
研
究
学
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
二
月
十
五
日
～
十
六
日
、
早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
講
堂
に

於
い
て
、「
第
一
〇
九
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

●
十
二
月
十
六
日
、
昭
和
大
学
上
條
講
堂
に
於
い
て
、「
第
一

回
日
本
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
研
究
会
年
次
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
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席
し
た
。

●
十
二
月
十
九
日
、
大
和
証
券
株
式
会
社
大
和
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、「
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
十
二
月
二
十
五
日
、
築
地
本
願
寺
伝
道
第
三
本
部
に
於
い
て
、

「
過
疎
問
題
連
絡
懇
談
会　

事
前
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

●
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
四
日
、
築
地
本
願
寺
聞
法
ホ
ー
ル

に
於
い
て
、「
自
死
・
自
殺
に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
」
が
開

催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
日
、
築
地
本
願
寺
聞
法
会
館
に
於

い
て
、「
過
疎
問
題
連
絡
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し

た
。

●
平
成
三
十
一
年
二
月
五
日
、
仏
教
伝
道
協
会
ビ
ル
に
於
い
て

「
平
成
三
十
年
度
臨
床
仏
教
研
究
所
公
開
研
究
会
」
が
開
催

さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
平
成
三
十
一
年
二
月
十
七
日
、
立
正
大
学
石
橋
湛
山
記
念
講

堂
に
於
い
て
、「
立
正
大
学
第
一
〇
四
回
公
開
講
座
「
オ
ウ

ム
事
件
か
ら
考
え
る
我
々
と
社
会
」」
が
開
催
さ
れ
、
出
席

し
た
。

●
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
三
日
、
上
智
大
学
に
於
い
て
、

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
社
会
と
宗
教
者
─
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

と
災
害
・
防
災
─
」」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。。

●
平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
、
増
上
寺
光
摂
殿
に
於
い
て
、

「
平
成
三
十
年
度
浄
土
宗
総
合
研
究
所
公
開
講
座
「
仏
教
の

智
慧
を
開
く
」」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
八
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

に
於
い
て
、「
葬
式
仏
教
価
値
向
上
委
員
会　

第
二
十
二
回

研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

●
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
日
～
三
十
一
日
、
奈
良
春
日
野
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
元
興
寺
禅
室
に
於
い
て
「
是
心
会
一
〇
周

年
記
念
大
会　

瞑
想
・
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ｉｎ
奈
良
」
が

開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

５
、
講
演

【
１
】
国
際
布
教
師
会
議

平
成
三
十
年
六
月
七
日
開
催　

日
蓮
宗
宗
務
院

講
演
「
本
宗
の
伝
統
教
育
」
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三
原
正
資
（
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

【
２
】
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
講
義

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日
開
催　

身
延
山
大
学

講
義
「
仏
教
実
践
Ⅵ
」

櫻
井
義
久
（
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

【
３
】
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
講
義

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
七
日
開
催　

身
延
山
大
学

講
義
「
仏
教
実
践
Ⅵ
」

櫻
井
義
久
（
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

【
４
】
法
華
経
勉
強
会

平
成
三
十
年
十
二
月
十
三
日
開
催　

参
議
院
議
員
会
館

講
義
「
す
べ
て
が
師
で
あ
る
（
万
法
是
師
）」

三
原
正
資
（
現
代
宗
教
研
究
所
長
）�
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